
ｉ
駒

一
九
九
六
年
七
月
七
日
、
日
本
医
史
学
会
常
任
理
事
の
宗
田
一
先
生
が
お
亡
く
な
り
に
な
っ
た
。
昨
年
十
月
の
兵
庫
県
西
紀
町
に
お
け
る

ア
ス
ク
レ
ピ
オ
ス
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
で
お
元
気
に
発
表
し
て
お
ら
れ
た
お
姿
を
知
っ
て
い
る
者
に
と
っ
て
は
信
じ
が
た
い
こ
と
で
あ
る
。
ま

た
今
年
正
月
の
京
都
国
際
ホ
テ
ル
の
新
年
会
で
写
真
の
よ
う
に
挨
拶
を
さ
れ
て
い
る
が
、
あ
ま
り
の
急
逝
に
た
だ
た
だ
驚
き
悲
し
む
ば
か
り

で
あ
る
。
宗
田
先
生
の
ご
生
涯
を
年
譜
と
し
て
ご
紹
介
し
よ
う
。

蕊
蕊
纈
鰯
篭
溌
．

宗
田
一
先
生
の
略
年
譜

卿
．
趣
癖
職
犠
溌
露
謹
鰡
謹
・
罵
跨
‐
如
‐
・
母
‐
・
‐

故宗田一先生

(1996年1月7日・京都医学史研究会

新年懇親会、京都国際ホテルにて）

一
九
二
一
年
（
大
正
十
年
）
三
月
一
日
、
新
潟
県
三
島
郡
寺
泊
町
寺
泊
に
生
ま
れ

る
。
生
後
す
ぐ
か
ら
中
学
卒
業
ま
で
函
館
で
育
つ
。

一
九
四
一
年
、
旧
制
官
立
金
沢
医
科
大
学
薬
学
専
門
部
卒
業
。
同
年
三
月
、
武
田

薬
品
に
入
社
、
十
三
工
場
内
武
田
薬
品
研
究
室
に
勤
務
。
同
年
十
二
月
、
入
営
（
陸

軍
、
主
と
し
て
千
島
松
輪
島
駐
屯
）
。
一
九
四
七
年
復
員
、
武
田
薬
品
に
復
帰
す
る
。

一
九
四
八
年
、
吉
富
製
薬
企
画
課
、
つ
い
で
学
術
課
、
再
び
企
画
課
。

一
九
五
四
年
、
吉
富
製
薬
バ
イ
エ
ル
薬
品
部
課
長
。
一
九
五
八
年
、
吉
富
製
薬

に
復
帰
、
学
術
部
に
属
す
。
一
九
七
四
年
、
学
術
部
長
。
一
九
七
五
年
、
医
薬
品

本
部
次
長
。
一
九
七
六
年
、
定
年
と
な
る
も
そ
の
後
も
調
査
役
、
非
常
勤
嘱
託
な

ど
を
経
て
、
一
九
八
一
年
、
退
職
す
る
。
ま
た
一
九
七
四
年
か
ら
一
九
八
○
年
ま

長
門
谷
洋
治
・
坂
上
俊
之
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学
で
医
学
概
論
を
担
当
さ
れ
た
。

こ
の
他
の
学
会
活
動
で
は
、
一
九
五
四
年
の
日
本
薬
史
学
会
の
創
立
に
際
し
発
起
人
、
長
い
こ
と
幹
事
を
さ
れ
た
後
一
九
九
三
年
に
は
名

誉
会
員
。
洋
学
史
学
会
で
は
一
九
九
三
年
か
ら
一
九
九
六
年
ま
で
第
二
代
会
長
。
大
阪
の
医
学
史
研
究
会
で
は
一
九
六
○
年
よ
り
幹
事
。
京

都
医
学
史
研
究
会
で
は
一
九
八
○
年
か
ら
顧
問
。
医
学
切
手
友
の
会
関
西
支
部
で
は
一
九
八
六
年
よ
り
顧
問
、
毎
回
先
生
の
講
義
を
拝
聴
す

る
こ
と
が
で
き
た
。

田
心
相
心
」
（

四
年
、
「
一

ら
れ
た
。

で
精
神
神
経
系
薬
物
治
療
研
究
基
金
の
事
務
局
長
を
兼
務
。
以
後
盛
ん
な
執
筆
活
動
と
学
会
活
動
に
専
心
し
て
お
ら
れ
た
。

一
九
九
六
年
四
月
こ
ろ
か
ら
体
調
を
崩
さ
れ
、
六
月
十
一
日
肺
腫
瘍
で
入
院
。
楽
し
み
に
し
て
お
ら
れ
た
札
幌
で
の
医
史
学
会
に
出
席
も

叶
わ
ず
、
七
月
七
日
返
ら
ぬ
人
と
な
ら
れ
た
。

先
生
の
医
史
学
会
で
の
ご
活
躍
は
素
晴
ら
し
い
も
の
で
あ
っ
た
。
御
自
分
の
研
究
や
発
表
は
勿
論
だ
が
、
多
く
の
会
員
に
丁
寧
に
指
導
さ

れ
、
意
欲
と
正
し
い
方
向
性
を
与
え
て
下
さ
っ
た
。

日
本
医
史
学
会
で
は
一
九
五
六
年
か
ら
評
議
員
、
一
九
六
八
年
か
ら
理
事
、
一
九
六
九
年
か
ら
監
事
、
一
九
七
六
年
常
任
理
事
に
就
任
さ

れ
、
二
十
年
間
そ
の
職
務
を
果
さ
れ
た
。
な
お
、
一
九
八
九
年
か
ら
二
年
間
は
大
鳥
蘭
三
郎
理
事
長
時
代
に
理
事
長
代
行
を
務
め
ら
れ
た
。

一
九
九
○
年
、
著
書
『
図
説
・
日
本
医
療
文
化
史
」
で
第
二
回
矢
数
医
史
学
賞
受
賞
。

学
会
で
の
特
別
講
演
や
記
念
講
演
は
沢
山
あ
る
が
、
医
史
学
会
に
限
れ
ば
、
「
日
本
製
薬
技
術
史
の
研
究
」
（
一
九
六
五
年
）
、
「
祭
祀
の
医
療

思
想
」
（
一
九
八
二
年
）
、
「
華
岡
青
洲
研
究
の
そ
の
後
」
（
一
九
八
二
年
、
呉
秀
三
先
生
没
後
満
五
十
年
記
念
）
、
「
日
本
医
学
の
あ
ゆ
み
」
（
一
九
八

四
年
、
「
医
心
方
』
千
年
記
念
）
、
「
富
士
川
瀞
先
生
没
後
五
十
年
に
寄
せ
て
」
（
一
九
九
○
年
、
同
記
念
）
、
こ
の
記
念
会
で
は
実
行
委
員
長
を
務
め

教
職
関
係
で
は
、
い
ず
れ
も
非
常
勤
講
師
と
し
て
、
京
都
薬
科
大
学
で
は
薬
学
史
、
大
阪
大
学
医
学
部
で
医
学
概
論
、
関
西
鍼
灸
短
期
大

そ
の
外
、
役
職
と
し
て
次
の
よ
う
な
も
の
が
あ
り
、
先
生
の
活
動
の
広
さ
が
窺
え
る
。
日
本
医
学
文
化
保
存
会
評
議
員
、
野
間
科
学
医
学
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年
）
、
日
本
薬
局
方
百
年
史
編
集

化
研
究
セ
ン
タ
ー
共
同
研
究
員
。

研
究
資
料
館
理
事
、
武
田
科
学
振
興
財
団
杏
雨
書
屋
運
営
協
議
会
委
員
、
適
塾
記
念
会
理
事
、
日
本
薬
学
会
百
年
史
編
集
委
員
長
（
一
九
八
○

年
）
、
日
本
薬
局
方
百
年
史
編
集
副
委
員
長
（
一
九
八
三
年
）
、
北
里
研
究
所
附
属
東
洋
医
学
総
合
研
究
所
医
史
学
研
究
部
顧
問
、
国
際
日
本
文

集
委
員
会
で
検
討
中
と
の
こ
と
で
あ
る
。

『
日
本
製
薬
技
術
史
の
研
究
』
（
薬
事
日
報
社
、
一
九
六
五
年
）
、
「
近
代
薬
物
発
達
史
』
（
薬
事
新
報
社
、
一
九
七
四
年
）
、
企
画
共
編
『
図
説
日

本
医
事
文
化
資
料
集
成
」
全
五
巻
（
三
一
書
房
、
一
九
七
九
年
）
、
『
京
都
の
医
学
史
」
（
思
文
開
出
版
、
一
九
八
○
年
）
、
『
日
本
の
名
薬
ｌ
売
薬
の

文
化
史
ｌ
』
（
八
坂
書
房
、
一
九
八
一
年
）
、
雇
康
と
病
の
民
俗
誌
ｌ
医
と
心
の
ル
ー
ッ
ー
』
（
健
友
館
、
一
九
八
四
年
）
、
冒
説
・
日
本
医
療
文

化
史
」
（
思
文
閣
出
版
、
一
九
八
九
年
、
一
九
九
四
年
再
版
）
、
『
渡
来
薬
の
文
化
誌
ｌ
オ
ラ
ン
ダ
船
が
運
ん
だ
洋
薬
ｌ
』
（
八
坂
書
房
、
一
九
九
三
年
）
。

著
書
編
著
文
献
な
ど
は
非
常
に
多
数
で
、
今
回
の
紙
面
に
入
り
き
れ
ず
、
主
要
著
編
書
の
み
に
止
め
、
号
を
改
め
て
掲
載
す
る
よ
う
に
編

〔
後
記
〕
宗
田
一
先
生
の
略
年
譜
に
つ
い
て
は
ご
令
室
ヤ
し
子
様
初
め
、
関
係
各
位
多
数
の
ご
協
力
を
得
た
。
厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

(131)629


